
　３月３日、町武道館で「協働のまちづくりフォーラム」
が開催されました。
　このフォーラムは、４月からの施行を控えた「平生町参
加と協働のまちづくり条例」のＰＲと、これからのまちづ
くりについて考えることを目的としたもの。約200人の町
民および関係者の方々が集まり、共に学び、考えることで
協働に向けた第一歩を踏み出しました。（概要：Ｐ２～３）

人とまち　「きずな」でつなぐ　元気な平生

２－３ 協働のまちづくりフォーラム
４－７ 平成25年度 平生町の予算

８ ６月から水道料金が変わります
13 町長室の窓
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

す
こ
と
で
動
き
始
め
ま
す
。「
働
」
は
「
人
」

が
「
動
く
」
と
書
き
ま
す
。
人
が
動
く
と
、

皆
が
集
ま
り
、
知
恵
や
そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ

て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、汗
、経
験
を
一
緒
に
し
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
こ
と
で
協
働
が
生

ま
れ
て
い
き
ま
す
。
１
つ
の
団
体
だ
け
で

は
協
働
に
な
り
ま
せ
ん
。
多
様
な
組
織
が

一
緒
に
な
ら
な
い
と
協
働
と
は
い
え
ま
せ

ん
。

●
自
治
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
違
い
に
つ
い
て

　

自
治
会
は
地
域
の
中
で
の
活
動
す
る
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
想
い
が
起
点
に
な
っ
て
活
動
す

る
人
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人
た
ち
が
力

を
合
わ
せ
て
活
動
す
る
の
が
協
働
で
す
。

●
事
例
紹
介

　

各
地
域
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
事
例
を
紹
介
。

●
ま
と
め

・
協
働
に
よ
り
、
立
場
が
違
う
人
が
知
り
合

い
、
集
う
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

・
お
互
い
の
専
門
性
や
今
ま
で
の
経
験
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
改
善
策
が
で
き
ま
し
た
。

・
意
見
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
ア
イ

デ
ア
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。ライフスタイル研究所代表

船㟢 美智子

山口県立大学附属地域共生
センター教授　坂本 俊彦
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基
調
講
演

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

～
広
が
る
、
深
ま
る
、

つ
な
が
る 

ま
ち
づ
く
り
～

【
講
師
】
船
㟢 

美
智
子
（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

研
究
所
代
表
）

●
協
働
と
は
…

　
協
働
は「
町
民
」「
自
治
会
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」「
市

民
活
動
」「
行
政
」「
大
学
」「
企
業
」
と
い

っ
た
多
種
多
様
な
組
織
の
専
門
性
、
ノ
ウ

ハ
ウ
、
知
恵
や
力
を
全
部
出
し
合
っ
て
足

・
他
人
事
か
ら
自
分
事
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
誇

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

報
告

「
平
生
町
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
つ
い
て

【
報
告
者
】
平
生
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
検
討

合
同
部
会
会
長　

坂
本 

俊
彦
（
山
口
県
立

大
学
附
属
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
条
例
の
経
緯
と
内
容
に
つ
い
て
報
告
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
条
例
と
ま
ち
づ
く
り
」

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】
坂
本 

俊
彦

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】 

船
㟢 

美
智
子
、
畑 

八
郎

（
田
布
路
木
元
気
で
す
か
～
ぃ
代
表
）、　

池

岡  
勝
正
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
理
事
長
）、
村
川 

真
弓
（
平
生
町

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長
）、
山
田 

健
一
（
平
生
町
長
）

【
坂
本
】　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
全
般
を

考
え
た
と
き
、
地
域
の
課
題
を
地
域
の
人

み
な
さ
ん
、
ま
ず
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！



【
坂
本
】　

地
域
の
課
題
を
あ
る
程
度
の
範

囲
で
取
り
組
む
組
織
の
設
置
、
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
や
活
動
拠
点
に
つ
い
て
、
現
在
指
針

を
策
定
中
で
、
今
後
、
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
い
う
お
話
で
し
た
。

【
船
﨑
】　

協
働
の
実
施
に
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
力
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持

っ
た
人
が
必
要
で
す
。
次
に
、
顔
を
合
わ

せ
話
し
合
う
場
で
す
。
公
民
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
小
さ
な
単
位
で
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
最
後
に
情

報
発
信
で
す
。
活
動
を
し
て
も
、
知
る
人

が
い
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
う

ま
く
口
コ
ミ
や
組
織
を
使
っ
て
情
報
を
広

げ
る
仕
組
み
が
重
要
で
す
。

【
坂
本
】　

私
の
方
か
ら
３
点
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
に
つ
い
て

質
問
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

①
参
加
の
促
進　

②
人
づ
く
り
、
後
継

者
育
成　

③
協
働
の
相
手　

以
上
に
つ
い

て
お
願
い
し
ま
す
。

【
畑
】　

参
加
の
促
進
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト

の
周
知
は
、
回
覧
板
で
は
な
く
工
夫
し
た

チ
ラ
シ
を
一
軒
ず
つ
配
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、マ
ス
コ
ミ
に
取
材
依
頼
を
し
、

放
映
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
ち
が
創
意
工
夫
で
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
原
点
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
活
動
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

【
畑
】　

大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、

身
近
な
人
た
ち
で
の
助
け
合
い
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
普
段
か
ら
交
流
を
深
め

よ
う
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

参
加
者
が
固
定
化
し
、
新
し
い
人
の
参
加

が
な
か
な
か
難
し
い
。

【
町
長
】　

本
町
で
も
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
進
ん
で
い
ま
す
。
町

と
し
て
は
、
ど
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

く
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
条

例
の
中
で
一
番
大
切
な
の
が
第
10
条
で
す
。

こ
の
中
で
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
組
織
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
指

針
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
生
町
の
人
口
は
１
万
３
千
人

を
少
し
切
り
ま
し
た
。
先
日
実
施
し
た
自

治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
高
齢
者
が

ほ
と
ん
ど
で
活
動
が
低
迷
」「
会
長
が
１
年

の
輪
番
制
で
継
続
的
な
取
り
組
み
が
難
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
で
地
域
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、
町
も

し
っ
か
り
汗
を
か
き
、
し
っ
か
り
と
し
た

指
針
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
押
し

か
け
て
く
る
く
ら
い
の
勢
い
で
、
若
い
人

に
も
関
心
が
持
て
る
よ
う
な
「
押
し
か
け

講
座
」
を
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

協
働
で
は
、
他
自
治
会
と
の
情
報
交
換

が
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。

【
池
岡
】　

当
法
人
で
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や

口
コ
ミ
を
利
用
し
た
参
加
促
進
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
と
協
働
す

る
こ
と
で
、
空
き
家
を
地
域
の
資
源
と
し

て
活
用
し
、
人
口
定
住
の
促
進
に
寄
与
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
村
川
】　

協
働
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
会
は
今
後
、
各
公
民

館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
単
位
の
団

体
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
も
常
時
管
理
人
を
置
き
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
運
営
を
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
町
長
】　

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
に
元
気
が
あ

る
も
な
い
も
人
に
よ
っ
て
動
い
て
い
く
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
船
﨑
】　

人
材
育
成
に
は
ま
ず
１
歩
踏
み

出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
提
案
し
ま
す
。

　

私
が
黙
っ
て
い
て
も
誰
か
が
や
っ
て
く

平生町子ども会育成連絡協
議会会長　村川 真弓

田布路木元気ですか～ぃ
代表　畑 八郎

ＮＰＯ法人まちサポーター
ズクラブ理事長　池岡 勝正

平生町長　山田健一

れ
る
と
い
う
考
え
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　　　

あ
な
た
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
つ
な
が
っ

て
い
く
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
協
働
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

【
坂
本
】　

最
後
に
パ
ネ
リ
ス
ト
の
み
な
さ

ん
か
ら
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

【
村
川
】　

今
後
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
平
生
町
の
た
め
に
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
地
道
に
楽
し
ん
で
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
畑
】　

一
歩
踏
み
出
す
と
結
構
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
も

あ
る
。
今
後
も
、
自
分
の
住
む
地
区
に
誇

り
を
持
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

【
池
岡
】　

当
法
人
は
で
き
た
ば
か
り
で
す

が
、
お
困
り
の
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
で
き
る
限
り
で
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
坂
本
】　

ま
ず
、
第
１
歩
を
踏
み
出
し
、

楽
し
み
な
が
ら
平
生
町
を
も
っ
と
住
み
良

い
ま
ち
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
皆
で
行
っ

て
い
き
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
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一
般
会
計
、
特
別
会
計
全
体
で
は
、

89
億
４
２
６
２
万
９
千
円
。
前
年
度
対
比

で
８
２
６
７
万
８
千
円
、
０・９
％
の
増
加
。

　

平
成
25
年
度
は
「
第
四
次
平
生
町
総
合

計
画
」
の
３
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

同
計
画
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
で
あ
る
【
人

と
ま
ち
「
き
ず
な
」
で
つ
な
ぐ　

元
気
な

平
生
】
の
実
現
と
、
実
施
計
画
の
着
実
な

実
践
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
平
生
町
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
を
平
成
24
年
度
に
制
定
し
た

こ
と
か
ら
、
行
政
と
住
民
と
の
接
点
を
重

視
し
な
が
ら
、
重
点
施
策
を
着
実
に
実
行

し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
25
年
度

の
予
算
編
成
テ
ー
マ
を
「
参
加
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
定
め
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
反
映
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な

編
成
を
行
い
、
次
に
掲
げ
る
５
つ
の
実
践

テ
ー
マ
に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
し
た

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

町税
12 億 5,884 万円

（25.8％）

地方交付税
18 億 9,300 万円

（38.8％）

自主財源（33.0％）

※（　）内は構成比

依存財源（67.0％）

町債
5 億 1,080 万円

（10.5％）

県支出金
3 億 1,935 万円

（6.6％）

国庫支出金
3 億 1,129 万円

（6.4％）

地方消費税交付金
1 億 2,500 万円

（2.6％）

地方譲与税
7,150 万円

（1.5％）
地方特例交付金 ほか
3,210 万円

（0.6％）

分担金・負
担金
6,388 万円

（1.3％）

繰入金
1 億 1,050 万円

（2.3％）

使用料・手
数料
6,279 万円

（1.3％）

諸収入
6,421 万円

（1.3％）

繰越金 ほか
5,192 万円

（1.0％）

～
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
～

平
成
25
年
度

平
生
町
の

予
算

会　計　区　分 平成 25 年度当初予算額 平成 24 年度当初予算額 増減額 増減率
一　般　会　計 48 億 7,520 万円 48 億 7,540 万円 △ 20 万円 △ 0.004％
特　別　会　計 40 億 6,742 万円 39 億 8,455 万円 8,287 万円 2.1％

内　
訳

国民健康保険事業 17 億 2,417 万円 16 億 7,711 万円 4,705 万円 2.8％
簡易水道事業 460 万円 1 億 2,438 万円 △ 1 億 1,977 万円 △ 96.3％
下水道事業 7 億 1,901 万円 6 億 9,166 万円 2,735 万円 4.0％

水産廃棄物処理事業 8 万円 8 万円 0 円 0.0％
漁業集落環境整備事業 9,068 万円 9,421 万円 △ 353 万円 △ 3.7％
介護認定審査会事業 2,706 万円 2,697 万円 9 万円 0.4％

介護保険事業 12 億 3,925 万円 11 億 7,475 万円 6,449 万円 5.5％
後期高齢者医療事業 2 億 286 万円 1 億 9,536 万円 750 万円 3.8％
飲料水供給施設事業 5,968 万円 ー 5,968 万円 新規

計 89 億 4,262 万円 88 億 5,995 万円 8,267 万円 0.9％

一般会計歳入

歳入
48 億
7,520 万円

一
般
会
計
歳
入
歳
出
総
額 

48
億
７
５
２
０
万
円
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民生費
14 億 2,807 万円

（29.3％）

総務費
7 億 341 万円

（14.4％）

公債費
6 億 8,917 万円

（14.1％）

土木費
5 億 5,722 万円

（11.4％）

教育費
3 億 9,257 万円

（8.2％）

衛生費
2 億 9,317 万円

（6.0％）

農林水産業費
2 億 7,172 万円

（5.6％）

消防費
2 億 5,449 万円

（5.2％）

諸支出金
1 億 5,727 万円

（3.2％）

議会費
7,327 万円

（1.5％）

商工費　　　1,811 万円（0.4％）
労働費　　　1,641 万円（0.3％）
予備費　　　1,500 万円（0.3％）
災害復旧費　　527 万円（0.1％）

※（　）内は構成比
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一
般
会
計
の
主
な
特
徴

　

一
般
会
計
予
算
額
は
48
億
７
５
２
０
万

円
で
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
町
税
で
は
、
た
ば
こ
税
が
収
入
増

な
ど
の
見
込
み
に
よ
り
５
７
３
万
６
千
円
、

０・
５
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
本
年
度
予
算

が
17
兆
６
２
４
億
円
と
対
前
年
度
比
２
・

２
％
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
普
通
交

付
税
を
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て

６
１
０
０
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

妊
婦
健
康
診
査
と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
な
ど
が
、
予
防
接
種
法
の
改
正
で
定
期

接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
予
定
で
、
国
庫

補
助
金
が
廃
止
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

自
治
体
の
一
般
財
源
負
担
額
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
（
建
設
事
業
な
ど
）
は
約

４
億
９
２
０
万
円
で
前
年
度
と
比
較
す
る

と
約
７
９
５
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
財
政
需
要
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
一
般
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、

当
初
予
算
に
お
い
て
、
財
政
基
金
か
ら

注）記事内の金額は１万円未満を切り捨てたものです。そのため、各図表における構成比の内訳と合計などが一
致しないことがあります。

１
億
１
０
５
０
万
円
を
繰
り
入
れ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
主
な
特
徴

　
上
水
道
へ
の
統
合
に
伴
い
、
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
は
前
年
度
と
比
較
し
て
約

１
億
１
９
７
７
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
や
介

護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
に
お
け
る
医

療
給
付
費
や
介
護
給
付
費
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
全
体
の
予
算
規
模
は
前
年
度
当
初
予

算
対
比
で
、８
２
８
７
万
８
千
円
、２・
１
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事業名 金額
単独土地改良事業 700 万円
農免農道整備事業 1,866 万円
漁港海岸保全事業 3,550 万円
単独町道改良事業 7,210 万円
単独河川改修事業 1,600 万円
排水機場改修事業 1,824 万円

平生港港湾整備事業 430 万円
単独下水路改修事業 310 万円
町営住宅改修事業 1,200 万円
小学校整備事業 1,145 万円
中学校整備事業 1,813 万円
公民館整備事業 1,789 万円
体育館整備事業 460 万円

公共下水道整備事業 1 億 7,695 万円
簡易水道統合整備事業 4,515 万円

一般会計歳出

歳出
48 億
7,520 万円

 

各
費
目
の
主
な
用
途

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
子
育
て
な
ど
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス

【
総
務
費
】
住
民
登
録
や
庁
舎
の
維
持

管
理
、
防
犯
対
策
、
選
挙
な
ど

【
公
債
費
】
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済

【
土
木
費
】
道
路
、
公
園
、
河
川
の
整

備
な
ど

【
教
育
費
】
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
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ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
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【
衛
生
費
】
健
康
増
進
、
疾
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予
防
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環
境
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な
ど

【
農
林
水
産
業
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農
業
、
畜
産
業
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水
産
業
な
ど
の
振
興

【
消
防
費
】
火
災
、
救
急
、
防
災
対
策

な
ど

【
議
会
費
】
議
会
運
営

【
商
工
費
】
産
業
政
策
、
商
工
業
、
観

光
振
興
な
ど

【
労
働
費
】
勤
労
者
支
援
な
ど

主な建設事業



１
参加と協働による
住民自治の
まちづくり

●自治会活動の支援
　自治会員の総意に基づき、自治会内での交流の促進や連帯意識の醸成に
つながる活動に対して助成し、自治会の活性化を促進します。また、自治
会や地域運営のあり方について検討し、町内 145 自治会の適正な運営・
組織強化を支援します。

●協働推進指針策定
　本年度から施行の「平生町参加と協働のまちづくり条例」を具現化する
ための「指針」を策定します。この「指針」では、地域の運営体制、町の
支援体制、人材の発掘・育成などについて策定していきます。

●集会所建設等事業補助金
　既存事業を拡充し、自治会の活動拠点となる集会所施設の新築、改築、改
修や修繕に要する経費の一部を助成します。そのことにより、地域住民が気
軽に集える場所を確保し、地域コミュニティの醸成を図ります。

2
安全、快適で、
幸せに暮らせる
まちづくり

●防災行政無線整備事業
　防災情報を住民に迅速・確実に伝えるため、平成 21
年度から、老朽化した無線システムを年次的に更新し
ています。これにより、孤立する可能性の高い避難所
と役場との相互通信手段を確保すると共に、住民の皆
さんが安全かつ速やかに災害への対応がとれる防災情
報の連絡体制を整備することができます。
　本年度は、10 局の子局（屋外スピーカー）について、
従来のアナログ電波からデジタル電波のものへの更新
を計画しています。

●社会教育施設の整備事業
　快適な学習環境の推進を図るため、中央・大野・佐
賀公民館、勤労青少年ホームの
トイレ改修工事および佐賀公民
館企画室の床の張り替えを行い
ます。また、安全安心な社会教
育施設の整備の推進を図るため、
佐賀公民館と勤労青少年ホーム
の現況耐震診断および体育館の
耐震補強実施設計を行います。

●ため池等農地災害危機管理対策事業
　（ハザードマップ策定）
　東日本大震災の発生以来、ハード対策による防災の
みならず、地域住民の防災意識の高揚に向けたソフト
対策による減災が重要との認識が高まっています。本
年度以降の４年間において、下流に人家や公共施設の
あるため池についてハザードマップを作成し、関係住
民へ公表し、地域に応じた減災対策の推進に努めます。

●佐賀地区移送サービスモデル事業
　高齢者や、身体状況（障害者、けが人等）により、
車両を運転できず移動することが困難な人たちに対し
て、買い物や通院などの日常生活を支援するため、町
が地域の団体へ車両を貸与します。本年度は、地域の
実態や課題、住民からのご意見等を把握して、今後の
移送サービスに向けて取り組んでいくための実証試験
を行います。

●戸籍副本データ管理システム導入
　東日本大震災における被災状況を踏まえ、市区町村
の戸籍正本データと管轄法務局の管理する戸籍副本デ
ータが同時に消滅することを防止するため、法務省が
新たに戸籍副本管理システムを構築することとなりま
した。これにより、町が作成した戸籍データは、専用
装置により副本データとして専用通信回線を通じて、
遠隔地に設置する戸籍副本データ管理センターに送信
され、保管・管理することができます。このシステム
に対応するため、既存の戸籍情報システムの改修を行
います。

平成 25 年度予算　重点施策
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５
健全な財政で
持続可能な
まちづくり

●持続可能な行財政基盤確立に向けた取り組みの実践
　健全な財政の実現に向けて、「第五次平生町行政改革大綱」（平成 22 ～
26 年度）を着実に実践していき、財政指標を改善させます。毎年度、実
施計画に沿った取り組み状況を把握し、改革を実施する上での課題を早期
に発見・解決しながら改革を進めていきます。

●安定的な税収確保
　自主的・自立的な財政運営を行うためには、自主財源となる町税収入の
安定的な確保を図ることが必要であり、収納率の向上と公平・公正な税収
確保に向け、積極的かつ徹底した姿勢で税収確保に努めます。

3
未来を担う

子どもたちを育む
まちづくり

●我がまちスポーツ推進事業補助金
　山口国体の成果を継承し、サッカーを「我がまちス
ポーツ」として位置付け、地域で親しむスポーツとし
て定着・普及を行い、地域の活性化につなげていきま
す。そのため、地域の財産（人材・スポーツ環境など）
を活用しながら、引き続き町内スポーツ関係団体が行
う取り組みに対して支援します。

●小中学校整備事業
　平生小学校の第２校舎管理教室棟および第３校舎普
通教室棟の耐震補強のための実施設計、佐賀小学校プ
ールの水質の向上を図るための改修工事を行います。
また、老朽化に伴う平生中学校の普通教室棟の屋根防
水工事、トイレの改修工事、防犯対策として、学校敷
地周辺にＬＥＤ外灯を設置します。

●スクールソーシャルワーカーの配置
　いじめや長期欠席などの生徒指導上の諸課題に対応するため、社会福祉
士などの専門的な知識・技術を用いて、児童生徒の置かれたさまざまな環
境に働き掛けて支援を行う、「スクールソーシャルワーカー」を配置し、
教育相談や課題のある児童生徒や家庭への支援を行います。

●子ども・子育て支援計画策定
　幼児期の学校教育・保育や地域の子ども・子育て支援を総合的に推進す
るための新制度が平成 27 年度にスタートする予定です。この計画策定に
向けて、本年度は住民アンケート調査の実施、支援計画策定委員会の設置
を行い、子育ての状況やニーズを把握します。

４
魅力と活力
あふれる
まちづくり

●住宅リフォーム資金助成事業補助金
　町民の住宅環境の向上および地域経済の活性化を目
的としたこの事業は本年度で最後となります。町内に
住所を有する人で自ら居住する住宅（建築後 10 年以
上経過）を対象として、町内に本店を有する施工業者
を利用して改修工事を行う場合に、その経費の一部（上
限 10 万円）を助成します。

●「ひらお産業まつり」補助
　町内の産業間の連携や産業の活性化を図るため、昨
年に引き続き「ひらお産業まつり」の開催に向けて、
まつりの企画、立案を担う実行委員会への補助を行い
ます。内容については、各関係機関と連携を図りなが
ら実行委員会で調整・協議していきます。

●やまぐち集落営農生産拡大事業補助金
　県の産地形成計画に基づき、「玉ねぎ」の生産拡大・産地化に努めます。
その取り組みの一環として生産機械などの導入支援、また、農業倉庫（宇
佐木）を、園芸用共同利用機械・施設（玉ねぎ集荷・乾燥・貯蔵・調整等
施設）に改修する支援を行います。

●土手町南蛮樋木材炭素年代測定事業
　南蛮樋の歴史を知る上での貴重な資料とするため、熊
川河川改修工事に伴い移築復元中の土手町南蛮樋の基礎
構造物である木材の年代測定を行います。
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※メーター口径40㎜以上や臨時用の料金、5,000㎥を
超える場合の従量料金、各メーター使用料金について
は従来どおりです。

６月から水道料金が変わります

　田布施・平生水道企業団は、昭和43年に給水を開
始して以降、安定的に良質な水を供給できるように
努力してまいりました。
　しかし、恒常的な水不足は解消されたものの、長
引く経済の低迷や人口減少による水需要の減、さら
には浄水場建設などに要した経費や柳井広域水道企
業団からの受水費などが、水道企業団の財政を大き
く圧迫しているのが現状です。
　県や田布施、平生両町からも料金対策に係る補助
を受け、さらに業務の民間委託による人件費の削減、
企業債の借り換えや浄水場などの過大施設を廃止す
るなど管理・運営面でも合理化・効率化を進めてま
いりましたが、なお困難な財政運営となっています。
　これらの状況を踏まえ、水道料金を６月から右記
のとおり改定させていただくこととなりました。
　今後も一層の経費の節減・効率化に努めてまいり
ますので、何卒、皆様の深いご理解とご協力を賜り
ますよう、よろしくお願い申しあげます。

■問合せ先　田布施・平生水道企業団　☎（５２）２４００
　　　　　　［ 簡易水道について　町役場建設課　☎（５６）７１１８ ］

第
四
次
平
生
町
総
合
計
画

「
実
施
計
画
書
」を

公
表
し
て
い
ま
す

一律1㎥当たり31.5円の値上げ（メーター口径13～25㎜の場合）
～皆様のご理解をお願いします～

メーター
口径

基本料金 １㎥当たりの
従量料金

（5,000㎥まで）水量 料金

現行 13～25㎜ 8㎥まで 1,260円 210円

改定後 13～25㎜ 8㎥まで 1,512円 241.5円

料金改定の内容【１カ月につき（消費税込）】

水道料金の計算例（消費税込）

現行 改定後
基本料金（8㎥） 1,260円 1,512円
従量料金（2㎥） 420円 483円
メーター使用料 84円 84円

合計 1,764円 2,079円

②メーター口径13㎜、１カ月20㎥使用した場合①メーター口径13㎜、１カ月10㎥使用した場合
現行 改定後

基本料金（8㎥） 1,260円 1,512円
従量料金（12㎥） 2,520円 2,898円
メーター使用料 84円 84円

合計 3,864円 4,494円

　新しい水道料金は８・９月分（９月検針、10月
請求分）から適用されます。
　現在、佐賀簡易水道（黒羽根地区を含む）、尾国
簡易水道、佐合島飲料水供給施設を使用中の場合
も、６月の事業統合に伴い料金が改定されます。
　下水道使用料および漁業集落排水施設使用料に
ついては、これまでと変わりません。

　

平
生
町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
第
四
次
平
生
町
総
合
計
画
に

お
け
る
具
体
的
な
取
り
組
み
状
況
を
ま

と
め
た
「
実
施
計
画
書
」
を
毎
年
度
策
定

し
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
「
実
施
計
画

書
」
を
次
の
と
お
り
作
成
し
、
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
掲
載
内
容

平
成
25
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
３
カ

年
間
の
主
な
取
り
組
み
と
な
る
事
務
事

業
（
各
種
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
、
総
合

計
画
の
体
系
に
合
わ
せ
た
形
で
掲
載

●
設
置
場
所

役
場
本
庁
（
玄
関
入
口
）、
各
公
民
館
、

図
書
館

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

町
役
場
総
合
政
策
課

　

☎
（
５
６
）
７
１
２
０

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w

w
.tow

n.hirao.lg.jp/
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今回供用開始する区域

供用開始済区域

下
水
道
の
区
域
が

拡
大
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域
に
つ
い

て
、
下
水
道
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

新
た
な
供
用
開
始
区
域
の
人
は
、
４
月

１
日
以
降
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
下
水
道
を
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
下
水
道
は
道
路
や
公
園
な
ど
と

違
い
、
限
ら
れ
た
区
域
内
の
人
し

か
利
用
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
整

備
費
用
を
税
金
だ
け
で
ま
か
な
う

こ
と
は
、
税
負
担
の
公
平
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
事
業
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益

者
）
に
、
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
負
担
金
は
一
度
限
り

　
負
担
金
は
、
供
用
開
始
区
域
内

の
人
に
か
か
り
ま
す
が
、
毎
年
賦

課
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
度
限

り
の
も
の
で
す
。

◎
申
告
制
に
つ
い
て

　
負
担
金
は
、
間
違
い
な
く
運
用

す
る
た
め
に
申
告
制
に
な
っ
て
い

　
下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
排

水
設
備
（
公
共
マ
ス
ま
で
の
宅
地

内
の
排
水
管
や
マ
ス
な
ど
）
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
は
水
洗

便
所
に
改
造
し
、
浄
化
槽
に
よ
る

水
洗
便
所
は
浄
化
槽
を
廃
止
し

て
、
下
水
道
に
つ
な
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
は
、
下
水
道
が
使
用
で

き
る
区
域
に
な
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
平
生

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
の
水
洗

化
や
浄
化
槽
の
廃
止
な
ど
の
排
水

設
備
工
事
を
対
象
と
し
た
「
改
造

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
融
資
を
受
け
た

い
場
合
は
、
工
事
を
依
頼
す
る
際

に
指
定
工
事
店
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
の
う
え
期
限
ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
受
益
者
・
金
額
・
納
付
方
法

　
区
域
内
す
べ
て
の
土
地
が
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
地
目
や
利
用
状

況
に
よ
り
徴
収
猶
予
や
減
免
の
措

置
が
あ
り
ま
す
。

　

負
担
金
額
は
１
㎡
あ
た
り

４
０
０
円
で
、
土
地
の
面
積
を
乗

じ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

５
年
間
の
分
納
で
１
年
を
４
期
に

分
け
て
計
20
回
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
（
一
括
納
付
も
で
き
ま

す
）。
ま
た
、
第
１
期
の
納
期
は

７
月
末
日
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
町
役
場
建
設
課　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８

排
水
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

地図：平成７年４月現在
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【
昨
年
度
も
特
例
を
受
け
て
い
た
人
】

　
在
学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い
人

に
は
、簡
単
に
申
請
が
で
き
る
申
請
書（
ハ

ガ
キ
形
式
）
を
３
月
末
か
ら
４
月
に
か
け

て
送
付
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
す
る
こ
と
で
、
平
成
25
年
度
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

【
新
規
（
変
更
）
申
請
す
る
人
】

　
学
生
納
付
特
例
を
新
た
に
申
請
さ
れ
る

人
や
、
在
学
さ
れ
る
学
校
な
ど
に
変
更
が

あ
る
人
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
町

民
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

［
持
参
物
］
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た

は
在
学
証
明
書
、・
印
章

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
徳
山
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
３
４
（
３
１
）
２
１
５
２

　
町
役
場
町
民
課 

保
険
年
金
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
３

再就職のカギは“習得”と“自信”！

求職者支援制度を
ご存じですか？

❶職業訓練
　自己負担はテキスト代１～２万円程度
です。※資格取得の検定料などは除く

❷ハローワークの就職支援

❸職業訓練受講給付金
　一定の要件を満たす人に訓練受講中

「受講手当（月10万円）+ 通勤手当（上
限あり）」を支給します。

早 期 再 就 職
※訓練の受講申込みや職業訓練受講給付
金の手続方法など、詳しくは下記までお
問い合わせください。

【ハローワーク柳井】 ☎（２２）２６６１

✚

✚

➡

国
民
年
金

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す

　

20
歳
以
上
の
人
は
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
所
得
が
一
定
以
下
の

学
生
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
特

例
の
承
認
期
間
は
４
月
～
翌
年
３
月

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

　
１
１
８
万
円
＋

　
　
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

養育医療・育成医療
給付申請窓口の変更

　4 月から養育医療・育成医療の給付申請窓口が、山口県
柳井健康福祉センターから平生町に変わりました。

【養育医療】
　出生児の体重が 2,000g 以下または身体の発育が未熟の
まま出生した子どもで、指定養育医療機関の医師が入院養
育を必要と認めた子どもに対して、必要な医療の給付を行
う制度です。所得に応じて費用の一部負担があります。

【育成医療】
　身体上の障害を有する児童や現在の病気を放置すると将
来障害を残すと認められる児童（18 歳未満）で、治療に
よって確実な効果が期待される場合に、その医療費の自己
負担を軽減する制度です。自己負担は原則１割で、世帯の
所得水準に応じて毎月の負担上限額が設けられます。
※対象となる医療・障害の範囲、手続方法など、詳しく
はお問い合わせください。

■申請・問合せ先
　【養育医療】町保健センター　☎（５６）７１４１
　【育成医療】町役場健康福祉課　☎（５６）７１１５

難病の方々も
障害福祉サービスの

対象となります
　「障害者総合支援法」の施行に伴い、4 月か
ら障害の範囲に難病などが追加されました。
　対象者は、身体障害者手帳などの所持の有無
に関わらず、必要と認められた障害福祉サービ
スなどを利用することができます。
●主なサービス内容
　居宅介護、短期入所、日常生活用具・補装
具の給付など

●手続方法
　対象となる疾患に罹

り か ん
患していることがわか

る証明書（診断書または特定疾患医療受給者
証）を持参の上、申請してください。

●利用者負担額
住民税を基準に決定されます。

※対象となる疾病（130 疾病）や手続方法な
ど、詳しくはお問い合わせください。

■申請・問合せ先
　町役場健康福祉課　☎ ( ５６) ７１１５
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　阿多田交流館、平生町歴史民俗資料館および平生町民具館の開館日を
次のとおり変更しました。
　多くの皆様のご来館をお待ちしています。
●開館日時　火曜日～日曜日　午前９時～午後４時
　※月曜日、年末年始（12月28日～翌年１月３日）は休館です。
　　祝祭日も開館しますが、月曜日が祝祭日の場合は休館となります。

～ご不明な点がありましたら、各施設にお問い合わせください～
■問合せ先
【阿多田交流館】
　☎（５６）１１００

【平生町歴史民俗資料館】
　☎（５６）２３１０

【平生町民具館】
　☎（５６）２３１０

例４月、５月の場合

４月から祝祭日も開館しています

４月29日㈪
昭和の日

４月30日㈫ ５月３日㈮
憲法記念日

５月４日㈯
みどりの日

５月５日㈰
こどもの日

変更前（～ 24 年度） 休 館 休 館 休 館 休 館 休 館
変更後（25 年度～） 休 館 開 館 開 館 開 館 開 館

阿多田交流館・平生町歴史民俗資料館・平生町民具館

平生ファン倶楽部

会 員 募 集
　平生町外にお住まいのご家族やご親戚、
お友達などに毎月「ふるさと平生」からの
お便りをお届けしませんか。
　月100円（年会費1,200円）で、毎月「ふ
るさと平生」の情報（広報など）をお届け
します。
　平生ファン倶楽部とは　
　本倶楽部は、町外にお住いの人に平生町
を知っていただき、そして、平生町を応援
していただくための会です。平成24年度
末現在で約160人の町外にお住いの人が入
会されています。
　入会方法　
　次のいずれかにより、入会される人のお
名前、年齢、住所、電話番号を下記「申込
み・問合せ先」までお送りください。

町 外 に お 住 ま い の 方 々 に ご 紹 介 く だ さ い

■申込み・問合せ先（共通）
　〒742-1195
　山口県熊毛郡平生町大字平生町210-1
　平生町役場　総合政策課

☎ ０８２０（５６）７１２０
FAX ０８２０（５６）７１２１
 seisaku1@town.hirao.lg.jp

　【 Facebook】※平生ファン倶楽部の申込みのみ　http://www.facebook.com/hiraofanclub

「ふるさと納税」で平生町の応援を 

ふるさと平生応援寄附金
　「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを応援したい」という想い
を形にすることができる「ふるさと納税制度」。
　本町では、この制度を活用して平生町に縁のある方々からのご
支援を「ふるさと平生応援寄附金」としてお受けし、まちづくり
に活用させていただいています。
　平生町外に転出されたご家族やご親戚、お知り合いなどに、こ
の制度をご紹介いただきますようお願いします。
　「ふるさと納税」ってなに？
　平生町に寄附を行った場合、翌年、確定申告を行うことで2,000
円を超える金額※が、所得税や個人住民税から軽減されます。（ ※
軽減される額には、上限があります。詳しくは、お住まいの市区
町村の税務担当部署にお問合せください。）
　「ふるさと納税」をするには？
　まずは、下記「申込み・問合せ先」から「寄附申込書」をお取
り寄せいただき、必要事項をご記入のうえ、ご提出ください。そ
の後、詳細についてご案内いたします。

　町では、「寄附申込書」を提出された人以外に振り込みなどをお願いすることはあり
ません。「ふるさと納税」をかたった寄附の強要や振り込め詐欺にはご注意ください。

ご注意ください！
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核
家
族
化
の
な
か
で
、
育

児
放
棄
や
幼
い
子
の
虐
待
な

ど
「
親
子
の
絆
と
は
何
な
の

か
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事

件
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
折
、
ミ
サ
ゴ
の
生

活
に
つ
い
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
を
目
に
し
て
新
鮮
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

ミ
サ
ゴ
は
タ
カ
の
仲
間
で

猛
禽
類
の
一
種
で
す
。
鋭
い

目
と
魚
を
捕
ま
え
る
ハ
ン
タ

ー
の
爪
を
も
っ
て
お
り
、
山

口
県
で
は
阿
知
須
の
自
然
公

園
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
羽
を
広
げ
る
と
２
ｍ

近
く
に
な
り
ま
す
。

春
、
カ
ッ
プ
ル
が
地
上
20

ｍ
の
鉄
塔
の
上
に
巣
を
つ
く

り
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し

て
３
つ
の
卵
が
産
ま
れ
ま
し

た
。
メ
ス
は
一
日
中
巣
で
卵

を
温
め
ま
す
。
オ
ス
は
海
に

飛
び
込
ん
で
魚
を
捕
ま
え
て

は
メ
ス
の
も
と
へ
せ
っ
せ
と

運
ん
で
き
ま
す
。
す
る
と
メ

ス
は
し
ば
ら
く
休
憩
と
ば
か

り
に
そ
の
エ
サ
を
も
っ
て
ど

こ
か
へ
出
か
け
、
そ
の
間
は

オ
ス
が
卵
を
温
め
る
の
で
す
。

素
晴
ら
し
い
連
携
で
す
。

あ
る
日
、
春
の
嵐
が
襲
っ

て
き
ま
し
た
。
２
羽
は
身
を

挺
し
て
一
晩
中
必
死
で
卵
と

巣
を
守
り
ま
す
。
く
ち
ば
し

と
脚
と
羽
で
木
ぎ
れ
を
押
さ

え
腹
で
卵
を
守
る
の
で
す
。

翌
日
、
巣
の
半
分
は
吹
き
飛

ば
さ
れ
ま
し
た
が
卵
も
親
鳥

も
無
事
で
し
た
。

卵
が
産
ま
れ
て
40
日
目
、

卵
の
中
か
ら
ヒ
ナ
が
出
て
き

ま
す
。
外
へ
出
よ
う
と
も
が

き
な
が
ら
鳴
き
続
け
る
ヒ
ナ

を
励
ま
す
よ
う
に
親
鳥
は
声

を
か
け
ま
す
。
ヒ
ナ
は
６
時

間
か
け
て
殻
の
外
へ
で
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
へ
ま
た
新
た
な
危
機

が
訪
れ
ま
す
。
今
度
は
カ
ラ

ス
の
襲
来
で
す
。
20
羽
近
い

カ
ラ
ス
が
ヒ
ナ
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
１
対
１
で
は
カ
ラ
ス

は
ミ
サ
ゴ
に
勝
て
ま
せ
ん
が
、

２
対
20
で
は
ミ
サ
ゴ
が
不
利

で
す
。
後
ろ
か
ら
ミ
サ
ゴ
を

つ
つ
い
て
は
挑
発
し
た
り
、

枝
を
引
っ
張
っ
て
巣
を
壊
そ

う
と
し
た
り
す
る
の
で
す
。

カ
ラ
ス
の
攻
撃
は
、
朝
と
夕

方
、
執
拗
に
１
週
間
も
続
き

ま
し
た
が
、
ミ
サ
ゴ
は
必
死

に
そ
れ
を
か
わ
し
、
ヒ
ナ
を

カ
ラ
ス
か
ら
守
り
抜
き
ま
し

た
。夫

婦
で
力
を
合
わ
せ
、
子

ど
も
を
必
死
で
守
っ
て
い
る

ミ
サ
ゴ
の
姿
か
ら
親
子
の
絆

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

近
年
、
様
々
な
自
由
や
権

利
を
主
張
す
る
人
が
増
え
て

い
る
中
、
親
と
し
て
の
生
き

方
も
同
様
に
様
々
な
価
値
観

の
も
と
で
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
本
当
に
大
切
な

も
の
は
何
か
、
そ
れ
は
守
ら

れ
て
い
る
の
か
、
今
一
度
考

え
直
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

【
参
考
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
「
ダ
ー
ウ

ィ
ン
が
来
た
！『
こ
れ
ぞ
親
子
愛
！ 

完
全
密
着
ミ
サ
ゴ
の
子
育
て
』」

２
０
１
２
年
12
月
23
日
放
送 平生町人権教育推進協議会

（事務局：町教育委員会）
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一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり ●14

■問合せ先 町役場総務課 地域活動推進班 ☎（５６）７１１１
ＮＰＯ法人とボランティアの違いは？

Thema

　ＮＰＯ法人とボランティアはよく一緒にされが
ちで、ＮＰＯ活動の特徴である『非営利性』とボ
ランティア活動の特徴である『無報酬性』が混同
されることがあります。「ＮＰＯがお金を稼いで
はいけない」とか「ボランティアでやっているの
だから収益事業を行わないのが当然」ということ
ではありません。

　非営利とは
　「利益を分配してはいけない」ということなの
で、必ずしも、無償を意味していません。
　収益事業を行ってはならないという意味ではな
く、“活動で得た利益を関係者で分配しないとい
うこと”です。ＮＰＯ法により、ＮＰＯ法人は収
益事業を行うことが認められています。『収益』
と『営利』は別です。
　収益を上げるということは、対価を取るという
ことです。収益を上げて経費（人件費など）を引
いたものが『利益』で、それをみんなで分配する

ことが『営利』です。ＮＰＯ法人は、利益を分配
するのではなく、もう一度次の活動に使うので非
営利ということになります。

 ＮＰＯ法人のメリット
　法人名での登記や銀行口座の開設などが挙
げられますが、これらは何もＮＰＯ法人に限っ
たことではなく、法人になる組織すべてに当
てはまることです。
　ＮＰＯ法人に特有の利点は“社会的な信用
が得られる”ということです。もちろん、信
頼や信用は時間をかけて地道に築いていくも
のですが、ＮＰＯ法人の場合は設立時におい
てもこのメリットをある程度有しています。

　無報酬とは
　その名のとおり“報酬をもらわないこと”。も
らったとしても提供したサービスの方が大きく、
対価と全く釣り合っていないこと。
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

　
『
窓
あ
け
て
窓
い
っ
ぱ
い
の
春
』

（
山
頭
火
）。
穏
や
か
な
陽
光
に
窓

を
開
け
、
胸
一
杯
に
吸
い
込
む
春

の
空
気
は
実
に
心
地
良
い
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
今
年
は
、
花
粉
に

黄
砂
に
Ｐ
Ｍ
２・
５
…
と
、
か
す

む
景
色
に
不
安
を
募
ら
せ
る
日
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く

は
マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
い
季
節
が

続
き
そ
う
で
す
ね
ー
。

　
さ
て
、
迎
え
た
新
年
度
は
“
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
元
年
”
で
す
。

町
は
昨
年
末
、
議
会
の
議
決
を
い

た
だ
き
『
平
生
町
参
加
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
』
を
制
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
協
力
賜
り
ま

し
た
数
多
く
の
関
係
者
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『
条
例
』
制
定
の
背
景
に
は
、

ま
ず
、
人
口
減
少
と
急
速
な
少
子

高
齢
社
会
が
進
む
中
、
地
域
の
連

帯
感
や
自
治
意
識
の
希
薄
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
町
内
の
行
政
協
力
員
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
自
治
会
活
動

の
低
迷
を
心
配
す
る
声
が
多
く
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
空
き
家
や
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
有
害
獣
に
よ
る
被

害
の
拡
大
…
な
ど
、
新
た
な
地
域

課
題
も
発
生
し
、
こ
の
ま
ま
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
い
か
な

い
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
…
と
い

う
危
機
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
『
条
例
』
を
具
現
化
す
る

第
一
歩
と
し
て
、
先
月
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
基
調
講
演

に
続
き
、
す
で
に
町
内
で
先
進
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
て
い

る
地
域
や
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ

る
意
見
交
換
な
ど
、
大
変
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
“
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
”
は
、

何
も
難
し
く
考
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
身
近
な
地
域
の
環
境
整

備
や
美
化
活
動
、
防
犯
や
防
災
な

ど
の
地
域
安
全
活
動
、
青
少
年
の

健
全
育
成
、
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
…
な
ど
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
る
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
可
能

な
範
囲
で
担
っ
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し

た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
行
政
も

皆
さ
ん
と
一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、

汗
を
か
い
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
目
下
、「
指
針
」
を
作
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
の
と

こ
ろ
、
公
民
館
単
位
く
ら
い
の
ま

と
ま
り
や
す
い
エ
リ
ア
で
地
域
協

議
会
的
な
組
織
を
立
ち
上
げ
て
も

ら
い
、
地
域
ご
と
の
事
業
プ
ラ
ン

を
策
定
、
提
案
、
そ
れ
を
町
が
支

援
し
て
い
く
仕
組
み
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
町
民
誰
も
が
ふ
る
さ
と
平
生
に

誇
り
と
愛
情
を
も
っ
て
、
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
の
平
生
町

か
ら
“
地
域
再
生
”
の
気
概
を
示

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

“
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
”

No.131

町長室の窓
自  治  会  に
加入しましょう！

　現在、町内には平生地区（ 71自治
会）・大野地区（ 25自治会）・曽根地
区（24自治会）・佐賀地区（26自治会）
の合計146の自治会、２地区（曽根、
佐賀）の自治会連合会があり、役場と
連携を図りながら活動されています。

あなたも、自治会活動に
参加しましょう！

　住みよい地域づくりには、一人ひと
りの参加とお互いの協力が大切です。

Q 自治会って何？

A たまたま同じ地域に住むことに
なった人たちが、相互の親睦を

図りながら、環境美化のための草刈、
街路灯やゴミステーションの設置・維
持管理や、防犯のためのパトロール、
親睦行事（花見・もちつき）の開催な
ど、さまざまな活動を行うことで、自
分たちの地域を住みよいまちにしてい
くための自主的な任意の団体です。

Q 加入すると、どんな
メリットがあるの？

A 町の広報紙などの行政情報のほか
に、自治会や各団体で作成する情

報紙やチラシなどが配布・回覧される
ので、各種の生活情報や身近なイベン
ト情報が入手できます。また、道路・
側溝・街路灯の改善など、日常生活上
の環境整備に係る問題などが的確に要
望できるので、安全・安心なまちづく
りにつなげていくことができます。

Q 自治会に入らないと
いけないの？

A 自治会への加入は、強制ではあり
ません。しかし、防災・防犯、自

治会が管理する街路灯・ゴミステー
ションの設置など、生活に密着した問
題には隣近所や、自治会員相互の助け
合いが必要となるので、ぜひ加入して
ください。

　自治会についてご不明な点は、下記
までお問い合わせください。

【町役場総務課 地域活動推進班】
　☎（５６）７１１１
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「平成２４年度自治会アンケート調査」の
結果をお知らせします  第２回（全２回）

　調査結果　アンケートの最後に記入いただいた「自由意見」についてご紹介します。

　アンケートにご協力いただいた自治会長さんに
おかれましては、貴重なご意見をいただき、あり
がとうございました。
　いただいたご意見は、今後の自治会活動の施策
に反映させていただき、住民のみなさんと連携し
たまちづくりを進めてまいります。

▼ 他市町村で「うまくいっている自治会」「活性化され
た自治会」などを紹介し、住民の士気の高揚を図った
らよいと思う。

▼ 町自身は自治会活動のあり方をどのように思っている
のか、町としてのビジョンがあるのか教えてほしい。

▼ ボランティアへの参加が増え、その人たちが楽しみを
見出せるような雰囲気づくりが大切。友人同士が楽し
みながら自治会活動に参加できるよう役場がリードす
るべき。

▼ 自治会の範囲が広く、高齢化のため、広報等の各戸配
布が困難。各戸に郵送するようにしてほしい。

▼ 高齢化時代に対応できる自治会の構築のため、住民相
互の連帯強化、共同作業への参加の促進、懇親会の開
催、若い世代の参加促進、帰属意識の醸成を図る等、
自立した自治会を目指し試行錯誤しているが、最後の
受け皿として、行政に頼らざるを得ない。行政は、長
期視点に立ち、明確な政策を掲げ、トップダウンで、
ある程度強引に実行する指導力が必要。

▼ 要介護者の人数や、避難方法などの情報を町から知ら
せてもらったら、協力できるのではないかと思う。

▼ 公共の河川、水路の清掃、管理のあり方について考え
る必要がある。

▼ 町内の海抜表示板の設置場所を教えてほしい。また、
自治会内に１カ所くらいは設置してほしい。

▼ 若者が町内で働いて生活できるまちづくりを。

▼ 自治会内に新しい老人介護施設の設立、気軽に立ち寄
って話ができる施設が必要と思う。

▼ 管理されず倒壊寸前の空き家があり、近隣住民が不安
に思っている。早急に対策をお願いする。

▼ 畑などでの野焼きをする際は、近隣への迷惑を考える
よう、町からも注意してほしい。

▼ 地域に店がなく、交通手段もないため高齢者が困って
いる。移動店舗車やミニバスの運行ができないか。

▼ 町はこれまで、自治会の代表者による行政協力員会議
を行い情報交換を実施してきたが、今回、アンケート
を実施し、住民との意見交換の場がなく、一方通行に
なった。町自ら自治会活動に飛び込み、地域の状況や
実態をつかむとよいと思う。

▼ 家、田畑、山林等で所有者が管理を放棄している物件
は行政で有効利用することができるようにすべき。そ
れにより、防犯、防災、交通の利便性等に効果が期待
できるのではないかと思う。

町への要望など

自治会の運営について
▼ 高齢化により、住民に活力がなくなり、自治会活動

への意欲もなくなるため、意欲がある若い人を担ぎ
出して動かすようにしたら良いと思う。

▼ 世帯数が少なく、高齢化が進んでおり、自治会活動
も縮小している。

▼ 自治会の班の世帯数に差があり、活動内容にも影響
するため見直しが必要。

▼ 町や自治会の行事に参加する人が少ないため、皆で
集まり、話し合いや花見などができればいいと思う
が、資金面からも難しい。良い解決策はないか。

▼ 自治会に入会しなくても行政のサービスを同様に受
けることができ、また、自治会活動に魅力がないた
め、入会しない人もおり、自主防災活動などができ
る状態でない。

▼ 集会所がなく、総会等を個人宅で開催している。リ
ーダーとなる人の高齢化と若い世帯に共働きが多い
ことから役員の選出、自治会活動に支障が出ている。

▼ 人の出入りが多く、若い人が多いので、自治会活動
について理解が難しい。身のまわりのことから、少
しずつでも活動といえることができればと思う。

▼ 地区内合同のお祭り、盆踊り、清掃活動等で親睦を
図っている。今後は一人暮らしや体の不自由な人の
ためにも、地震・津波に対する防災を積極的に進め
たいと考えている。

自治会長について

▼ 自治会長が自治会内のほかの役員も兼ねていて、負担
である。

▼ 自治会長を輪番制で決めているが、体力的な面からみ
て年齢制限があってもよいと思う。

▼ 自治会長が１年交代のため、自治会をまとめていくこ
とが難しい。
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老人クラブカラオケ大会
　３月３日、平生町老人クラブ連合会主催のカラ
オケ大会が曽根公民館で開かれました。
　参加したのは、町内の各老人クラブから募った
38 人。歌声はもちろんのこと、衣装などの演出や
カラオケの合間の舞踊も会場を盛り上げました。

きてみて！ひらおの会
そば打ち体験

（３月 10 日／竪ヶ浜コミュニティセンター）

平生の味伝承会
かき餅づくり体験

（３月２日／ひらおハートピアセンター）

平生の味で
おもてなし

地域の竹を利活用
　３月１日、大野南の松本さん方を会場に、県の
農林事務所が竹チッパー講習会を実施しました。
　この講習を受講した人が所属する団体は、今後
同所から粉砕機を借りることができ、この日は町
内の自治会やボランティア団体など５団体 15 人
が参加して、安全操作について学びました。　

△自走式粉砕機（中型）
▽粉々になった孟宗竹。
マルチや肥料などとして
活用できます。

幼年消防クラブが防火啓発
　春季全国火災予防運動（３月１日～７日）の活
動の一環として、町内の各幼稚園・保育園で組織
している幼年消防クラブの園児たちが、町内各所
に山火事防止を呼びかける防火杭を設置しました。

▽

宇
佐
木
保
育
園
の
園
児
た
ち
は

山
田
公
会
堂
前
（
宇
佐
木
）
に
杭

を
設
置
し
ま
し
た
。

こつこつ料理教室
　骨を丈夫にして寝たきりを予防しようと「こつ
こつ料理教室」が、２月 27 日（大野公民館）、28
日（町保健センター）で開催されました。
　参加者は、栄養士からカルシウムの上手なとり
方について説明を受けた後、平生町食生活改善推
進員の方々の指導による調理実習を行いました。

▽

乳
製
品
だ
け
で
は
な
く
、
乾
物

や
野
菜
を
使
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
献
立
。
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田名公民館まつり
　３月 17 日、田名公民館まつり実行委員会主催
の第 25 回田名公民館まつりが開催されました。
　午前の部ではつきたてのおもちが入ったぜんざ
いなどが来場者に振る舞われ、午後の部では館内
で神舞や舞踊、カラオケなど老若男女問わず、さ
まざまな世代によるステージ発表が行われました。

平生中央児童館まつり
　３月 23 日、第 15 回平生中央児童館まつりが開
催されました。
　館内では子どもたちのステージ発表や演奏会な
どが、屋外では昔の遊び体験やフラダンスの発表、
もちまきなどが行われ、会場は多くの人でにぎわ
っていました。

もしもの海難事故に備えて
　３月 26 日、山口県漁協平生町支店で漁業者安
全操業啓発活動の一環として「海難事故救命研修
会」が行われました。
　参加した漁業者 16 人は、講師に迎えた柳井地
区広域消防組合の救急救命士から、心臓マッサー
ジや AED の使い方などを真剣に学びました。

郷土の文化財を学ぶ
　３月 17 日、平生図書館で「歴史講座」が行わ
れました。
　講師は県内の文化財に広く精通している渡辺一
雄先生（梅光学院大学教授）で、土手町南蛮樋を
中心に町内・県内の文化財の特徴や、文化財の保護・
活用がいかに重要であるかを参加者に伝えました。

小中学校で非常食体験
　東日本大震災から２年の節目となる３月 11
日を中心に、町内３校の児童生徒が防災教育
の一環として非常食を体験しました。
　使用された非常食は、学校給食用の食材な
どを取り扱う地元の会社「ウサガワ有限会社」
から無償で提供されたもので、少量の水で食
品の入ったパックを温めることができます。
　試食とともに、平生中学校では防災教育用
教材を利用して緊急時の対応を学び、各小学
校では避難生活の大変さなどを児童たちに伝
えることで防災意識を高めました。

△体育館で津波のメカニズムな
どを学ぶ生徒たち（3 月 12 日／
平生中学校）▽ ４～６年生が各
自で非常食を準備（３月 11 日／
平生小学校）▽縦割り班で上級
生が下級生のお手伝い（３月６
日／佐賀小学校）
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

スポーツ大会結果

　　　消防功労者表彰
　平生町消防団および団員が、消防に関する多大な功
績から、次のとおり表彰されました。（敬称略）

平成 24 年度消防功労者
消防庁長官表彰

　（表彰式：３月６日［東京都］）
【功労章】　　　　　団長　　伊田 親男
【永年勤続功労章】　副団長　藤本 悟
　　　　　　　　　分団長　重歳 徳士
平成 24 年度山口県消防功労者
山口県知事表彰

　（表彰式：３月 21 日［山口県庁］）
【竿頭綬】　　　　　平生町消防団

表 彰
▽

３
月
21
日
に
受
章
の
報
告
に
町

長
室
を
訪
れ
た
伊
田
団
長
（
写
真

右
）
と
藤
本
副
団
長
（
写
真
左
）。

山口県トラック協会
～小学校新入児童に黄色い雨傘～

～中学校新入生徒に自転車用テールランプ～
　㈳山口県トラック協会柳井支部（藤谷拾人支部
長）から、小学校の新入児童に黄色い雨傘（94 本）、
平生中学校の新入生徒に自転車用の発光式テール
ランプ（96 個）が寄贈されました。

平生ライオンズクラブ
～幼・保育園新入園児に交通安全ワッペン～

～小学校新入児童にものさし～
　平生ライオンズクラブ（吉富哲雄代表）から、
小学校の新入児童にものさし、幼稚園・保育園の
新入園児に鈴付きの交通安全ワッペンが寄贈され
ました。

寄　贈

平生町少年剣道大会（３月 10 日／町体育館）
【団体戦】
◆小学高学年の部　準優勝
 平生剣道スポーツ少年団 A
 （山﨑翔太、高橋夕梨花、西依輝）
◆中学女子の部　第３位
 平生中学校 B
 （竹浦ほのか、木村友美、新川夢美）

△平生幼稚園／３月 22 日 △宇佐木保育園／３月 26 日 △平生中学校／３月９日

▽

贈
呈
式
（
３
月
22
日
／
中
央
公

民
館
）　

藤
谷
支
部
長
か
ら
中
田

校
長
（
平
生
中
学
校
）
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▽

贈
呈
式
（
３
月
22
日
／
中
央
公

民
館
）　

吉
富
代
表
か
ら
今
村
園

長
（
平
生
保
育
園
）
に
お
祝
い
の

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ご卒業・ご卒園
おめでとうございます

　町内の小・中学校、幼稚園、保育園
で卒業式・卒園式が行われました。
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定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

風しんが流行しています！
～妊婦への感染にご注意ください～

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種
対
象
年

齢
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種

対
象
年
齢
が「
生
後
１
歳
未
満（
従

前
：
生
後
６
月
に
至
る
ま
で
）」

と
な
り
、
標
準
的
な
接
種
年
齢
は

「
生
後
５
月
～
生
後
８
月
」
の
期

間
と
な
り
ま
し
た
。

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

積
極
的
勧
奨

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
１
期

を
生
後
６
月
か
ら
90
月
に
至
る
ま

で
、
２
期
を
９
歳
以
上
13
歳
未
満

で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
接
種
勧
奨
の
差
し
控
え
が
あ
っ

た
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
４
回
受
け

て
い
な
い
人
は
20
歳
未
満
ま
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
早

め
に
接
種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
接
種
の
月
齢
、
年

齢
の
数
え
方

　
予
防
接
種
の
月
齢
、
年
齢
の
数

え
方
は
、
民
法
に
よ
り
、
誕
生
し

た
日
の
前
日
に
次
の
年
齢
に
達
し

て
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、接
種
対
象
期
間
が「
生

後
１
歳
に
至
る
ま
で
（
１
歳
未

　平成 25 年の全国の風しん報告数が２月 20 日時点
で昨年同時期の約 20 倍となっています。特に関東
地方での報告数が急増していますが、山口県でも増
加しています。
　風しんの最大の問題は、妊娠前半期の妊婦の初感
染により、お子様が先天異常を含むさまざまな症状
を呈する先天性風しん症候群を発症する可能性があ
ることです。妊娠中や妊娠の可能性のある人、さら
にそのご家族などは、特に感染予防が必要です。 
● 定期予防接種を受けよう
ＭＲ（麻しん・風しん混合）
　１期：生後 12 月から 24 月に至るまで
　２期：小学校就学前の１年間

●妊婦への感染を防ごう
　特に以下の人で、風しんの抗体がついていない人
は、任意で予防接種を受けることをご検討ください。
①妊婦の夫、子ども、同居家族
② 10 代後半から 40 代の女性（特に、妊娠希望者

または妊娠する可能性の高い女性）
③出産後間もない女性

満
）」
の
場
合
、
１
歳
の
誕
生
日

の
前
日
に
は
１
歳
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
が

接
種
で
き
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

必
要
な
予
防
接
種
は
「
接
種
対
象

期
間
（
定
期
接
種
と
し
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
）」
よ
り
も

「
標
準
的
な
接
種
期
間
（
望
ま
し

い
接
種
期
間
）」
を
目
安
に
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
定
期
接
種
の
拡
充

　

４
月
１
日
か
ら
、
ヒ
ブ
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に
加
わ
り

ま
し
た
。

●
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加

免
疫
接
種
に
つ
い
て

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
免
疫
接

種
は
、
初
回
免
疫
終
了
後
７
月
か

ら
13
月
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
対
象
期
間
が
年
齢

で
は
な
い
定
期
予
防
接
種

【
Ｍ
Ｒ(

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合)

２
期
】
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間

【 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
】

中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
の
女

子
（
３
回
目
の
接
種
が
こ
の
期
間

に
入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

No.622

　あさりの味噌汁に飽きたときにいかがですか。
　ごま油の風味としょうがの香りがきいています。

《材　料》　４人分

《作り方》

あさりとワカメのスープ

① しょうがはせん切りにする。
② ワカメは水に戻す。
③ 鍋にごま油を熱し、しょうがとあさりを炒め、

水４カップを加えて煮立ったら、ワカメとＡを入
れ調味する。

④ ③を器に盛り、小口切りにしたねぎをのせる。

あさり（殻つき）   300ｇ
ワカメ（乾）　　　   ５ｇ
しょうが　　　　 １片
ね ぎ　　　　　　 ２ 本

　鶏がらスープの素　小さじ1/2
　塩　　　　小さじ1/2
　しょうゆ  　 小さじ１
ごま油　　　　小さじ１

■問合せ先
　町保健センター　☎（５６）７１４１

Ａ

☎ #8000 または ☎083（921）2755（携帯可）
内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

【毎日 午後７時〜11時】小児救急電話相談
☎ 0836（58）4455
内容：精神病、うつ病、自殺願望など

こころの救急電話相談【24時間対応】
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.209
　
平
生
町
で
は
、
昭
和
63
年
度
か

ら
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
美
し
い
花
壇
が
あ
り
、
春
に
は

色
鮮
や
か
な
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ

が
、
夏
に
は
真
っ
赤
に
燃
え
る
サ

ル
ビ
ア
や
光
り
輝
く
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
が
季
節
を
感
じ
さ
せ
、
町
民

を
は
じ
め
、
町
を
訪
れ
た
人
の
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
ト
や
町
内

モ
デ
ル
花
壇
、
学
校
や
公
民
館
な

ど
地
区
の
花
壇
を
支
え
る
個
人
、

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
方
々
の「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
思
い
の
表
れ
で
す
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
ト
は
毎
年
春
と

秋
に
植
栽
式
を
行
い
、
多
く
の
参

加
者
の
手
に
よ
り
約
１
万
株
の
花

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

の
管
理
は
、
生
涯
学
習
推
進
協
議

会
の
構
成
団
体
や
町
内
企
業
、
公

共
機
関
等
で
、
除
草
や
水
や
り
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
公
民
館
で
は
、
春
と

秋
に
ポ
ッ
ト
移
植
や
花
壇
へ
の
植

栽
が
、
公
民
館
を
利
用
す
る
地
域

の
方
々
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
花
壇
づ
く
り
を
み
ん
な
で
す
る

こ
と
で
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間

と
の
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
、
美
し

い
花
壇
に
育
っ
た
と
き
の
喜
び
を

共
有
し
、
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
花
壇
は
、
見
た
人
々
の
心

を
和
ま
せ
、
地
域
の
元
気
を
伝
え

ま
す
。

　
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
で
は
毎

年
「
平
生
町
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
17
の
個
人
や
団
体
か
ら
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
除
草
や
水
や

り
な
ど
花
壇
の
管
理
や
猛
暑
に
よ

る
被
害
防
止
な
ど
、
花
を
育
て
る

上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
花
壇
も

見
事
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ

い
て
は
６
月
の
お
知
ら
せ
版
で
ご

案
内
し
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
町
民
憲
章
具
現
化
目

標
は
第
１
項
「
自
然
を
大
切
に
し

　
環
境
を
と
と
の
え　
美
し
い
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
」
で
す
。
フ
ラ

ワ
ー
ベ
ル
ト
植
栽
式
や
地
域
の
花

壇
づ
く
り
な
ど
「
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先　

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

み
ん
な
で
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
事
務
局

４月…22日㈪、29日㈪、30日（火・月末整理日）　
５月…６日㈪、13日㈪

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図書館

だより

肉骨茶
高尾 長良 著

マタニティ ･ グレイ
石田 衣良 著

ガソリン生活
伊坂 幸太郎 著

沈黙の町で
奥田 英朗 著

「こどもの読書週間」４月23日㈫～５月12日㈰
　４月23日㈫は「こども読書の日」です。平生図書館では１カ月間「親子で読もう昔話」の展示および貸
出を行いますのでご利用ください。

　図書の一部を紹介します。

かくれんぼどうぶつえん
今森 光彦 切り絵

ノウサギとハリネズミ
はた こうしろう 絵

ドキドキ新学期
はやみね かおる 作

幸福トラベラー
山本 幸久 著

《児童書》

《一般書》

『本番まで風邪を引かない！元気塾弁』
牧野直子 著 （女子栄養大学出版部）

　息子の名門私立中学合格を支えた
管理栄養士のお弁当作りの秘訣を大
公開！肉巻きおにぎ
り弁当。サケの磯辺
焼き弁当など受験生
におすすめのお弁当
レシピと、組み合わ
せ自在なおかずバリ
エーションを収録。

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

　お知らせ
４月から雑誌が一部変わります。「すて
きな奥さん」と入れ替えに「ゆうゆう」
が入りました。どうぞご利用ください。
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　特に昨年から、高齢者被害の交通死亡事故が多
く発生しています。
　交通事故の特徴は
○車から見て、右から左へ横断

中の被害がほとんど
○早朝と夜間の被害がほとんど
○反射材着用無しでの被害がほとんど
○自宅から 500 メートル以内での被害が多い
○女性の被害が多い
○自動車は、全車がロービーム走行
となっています。
　そのため
★無理な横断をしない！
★夜間は反射材を着用する！
★自動車は、出来る限りハイビームで走行する！
を守って、交通事故を防ぎましょう。

４月６日㈯から15日㈪までの10日間

春の全国交通安全運動に
参加しよう

（平成25年「交通安全年間スローガン」）【交通安全標語】 今点けて！　まだ明るいは　もう暗い

　子どもが進学し、一人暮らしを始めたところ、訪問販売など
の勧誘が多くて困っているようです。どこに相談したらよいの
でしょうか。

　お子さんが住んでいる地域の消費生活センターや地元市町の
消費生活相談窓口に相談しましょう。

　商品やサービスの契約トラブルなど、消費者からの消費生活全般
に関する相談に対応する消費生活相談窓口が全国の自治体に設けら
れています。本町では、町役場経済課で町内の消費者からの相談を
受け付けています。
　また、山口県消費生活センターでは、月曜日から金曜日は午前８
時30分から午後７時まで、土曜日は午前８時30分から午後５時ま
で、県内在住の消費者の相談を受け付けています。
　なお、転居などで相談先が分からないときは、消費者ホットライ
ン（全国一律番号、ナビダイヤル）にダイヤルすると、最寄りの消
費生活相談窓口につながりますのでご活用ください。

【各相談機関の電話番号】
　◇町役場経済課　☎（５６）７１１７
　◇山口県消費生活センター　☎０８３（９２４）０９９９
　◇消費者ホットライン　☎０５７０（０６４）３７０

◆◇ワンポイント◇◆

消費生活問題の相談窓口
相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

　運動の重点

○子どもと高齢者の交通事故防止
○自転車の安全利用の推進
　（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）
○全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
○スピードダウンの推進（県重点）
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休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（２月）資料：柳井地区広域消防組合 （２月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 3 1 2 279 管　内 24 139 0 31
平生町内 0 0 1 31 平生町内 5 17 0 6

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日〜１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時〜 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時〜５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月〜金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時〜 10 時
（午後９時 30 分まで）

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　５月８日㈬ ９：00～10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　５月８日㈬ 10：00～10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　５月８日㈬ 10：30～11：00
●発達クリニック《要予約（１週間前まで）》
　５月９日㈭ 　13：00～16：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　５月８日㈬ 14：00～16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　５月24日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　５月21日㈫ 13：00～14：00

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談日 毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
◆相談員 人権擁護委員、行政相談委員
◆相談内容 人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に

ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて

まちの人口
２月28 日現在
住民基本台帳記載人口

（　）：前月対比

世帯数 5,661 世帯（ ± 0 ）
人　口 12,954 人 （ ＋ 2 ）
うち男 6,165 人 （ － 1 ）

女 6,789 人 （ ＋ 3 ）

〔ミュージックチャイムの曲名〕　　６：00　春の小川　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

課
土
木
建
築
班
長
）
▽
下
水
道
班
長 

吉
村
浩
志
（
田
布
施
・
平
生
水
道
企

業
団
出
向
）

【
徴
収
対
策
室
】
主
査 

加
世
伸
彦
（
徴

収
対
策
室
）
▽
中
原
稔
（
建
設
課
）

【
佐
賀
出
張
所
】
所
長
兼
佐
賀
公
民
館

長 

安
村
昌
己
（
田
布
施
・
平
生
水
道

企
業
団
出
向
）

【
保
育
園
】
平
生
保
育
園
長 

清
地
朱

実
（
佐
賀
保
育
園
長
）
▽
佐
賀
保
育

園
長 

晝
田
君
恵
（
佐
賀
保
育
園
主
査
）

●
教
育
委
員
会
異
動（
４
月
１
日
付
）

【
学
校
教
育
課
】
平
生
幼
稚
園
長 

池

岡
久
美
子
（
平
生
保
育
園
主
査
）

【
社
会
教
育
課
】
課
長 

藤
山
一
人
（
経

済
課
長
補
佐
）
▽
図
書
館
長 

中
本
靖

則
（
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
体

育
班
長
）
▽
社
会
体
育
班
長 

戎
谷
啓

二
（
建
設
課
徴
収
班
長
）
▽
小
山
博

史
（
社
会
教
育
課
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
）
▽
［
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
］ 

幸

谷
太
平
（
税
務
課
）

●
出
向
（
４
月
１
日
付
）

【
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
】
課
長 

岡
村
茂
樹
（
町
民
課
長
補
佐
）
▽
主

査 

関
永
隆
博
（
建
設
課
下
水
道
班
長
）

●
採
用
（
４
月
１
日
付
）

総
務
課 

山
田
晋
太
郎
▽
総
合
政
策
課 

川
本
裕
太
▽
町
民
課 

藤
田
智
典
▽
税

務
課 

賀
田
秀
樹
▽
健
康
福
祉
課 

澤
野

優
香
▽
建
設
課 

山
本
智
彦
▽
教
育
委

員
会 

学
校
教
育
課 

河
田
は
る
か

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

税
務
課
長 

洲
山
和
久
▽
建
設
課
長 

安

村
和
之
▽
町
民
課
長 

中
本
羊
次
▽
健

康
福
祉
課
長 

弘
中
賢
治
▽
田
布
施
・

平
生
水
道
企
業
団
課
長 

池
内
昇
▽
平

生
保
育
園
長 

今
村
富
士
乃
▽
平
生
幼

稚
園
長 

田
尾
弘
子

平
生
町
人
事
異
動

《
職
名
※
主
査
以
上 

氏
名
（
旧
職
名
）》

●
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
議
会
事
務
局
】 

村
井
泰
行
（
税
務
課
）

【
出
納
室
】
会
計
管
理
者 

小
島
康
司

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
）

【
総
合
政
策
課
】
課
長
補
佐 

池
田
真

治
（
総
合
政
策
課
政
策
調
整
班
長
）

▽
政
策
調
整
班
長 

井
村
哲
雄
（
総
合

政
策
課
）▽
財
務
班
長 

影
畑
克
記（
総

合
政
策
課
）
▽
清
水
寛
次
（
農
業
委

員
会
）
▽
船
戸
和
昌
（
町
民
課
）

【
町
民
課
】
課
長 

石
杉
功
作
（
総
合

政
策
課
長
補
佐
兼
財
務
班
長
）
▽
課

長
補
佐 

川
口
龍
哉
（
徴
収
対
策
室
主

査
）

【
税
務
課
】
課
長
兼
徴
収
対
策
室
長 

山

本
俊
明
（
佐
賀
出
張
所
長
）
▽
主
査 

隅
田
紀
正
（
税
務
課
）
▽
松
重
香
緒

里
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
▽

久
保
真
大
（
健
康
福
祉
課
）

【
健
康
福
祉
課
】
課
長 

田
代
信
忠
（
健

康
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
課
長
補
佐 

高

岡
浩
行
（
建
設
課
長
補
佐
兼
農
林
漁

港
班
長
）
▽
高
齢
福
祉
班
長 

久
保
秀

幸
（
建
設
課
管
理
班
長
）
▽
菊
本
み

よ
子
（
税
務
課
）

【
経
済
課
】
課
長
補
佐 

田
坂
孝
友
（
健

康
福
祉
課
高
齢
福
祉
班
長
）
▽
服
部

洋
司
（
総
務
課
）

【
農
業
委
員
会
】
加
村
弘
志
（
総
合
政

策
課
）

【
建
設
課
】
課
長
・
工
事
検
査
員 

藤

田
衛
（
会
計
管
理
者
）
▽
課
長
補
佐

兼
徴
収
班
長 

新
田
信
之
（
教
育
委
員

会
図
書
館
長
補
佐
）
▽
管
理
班
長 

岩

井
浩
治
（
議
会
事
務
局
主
査
）
▽
土

木
建
築
班
長 

嶋
中
伸
資
（
建
設
課
）

▽
農
林
漁
港
班
長 

三
宅
秀
昭
（
建
設

次回は
 ５
　 13月
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

◇「
パ
ソ
コ
ン
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト（
初

級
）」
講
習
（
定
員
18
人
）

●
日
時　

６
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　

効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
技
法
の
習
得

●
受
講
資
格　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
人

●
受
講
料　
７
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
５
月
16
日
㈭

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・Jw

-C
A

D

（
初
級
）」

講
習
（
定
員
12
人
）

●
日
時　

６
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
、

15
日
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　

作
図
を
行
い
な
が
ら
基
本

知
識
と
操
作
方
法
を
習
得

●
受
講
資
格　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
人

●
受
講
料　
１
０
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
５
月
23
日
㈭

【
共
通
事
項
】

●
受
講
資
格　

在
職
者
な
ど
で
、
現

在
の
職
務
能
力
の
向
上
を
図
り
た
い

人
、
仕
事
に
必
要
な
新
し
い
技
術
・

知
識
を
身
に
つ
け
た
い
人

●
実
施
場
所　

東
部
高
等
産
業
技
術

学
校
［
周
南
市
］

※
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

　
☎
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

交
通
安
全
・
土
曜
塾

　

親
子
で
楽
し
く
交
通
安
全
を
学

ぶ
、
参
加
・
体
験
型
の
講
習
で
す
。

●
日
時　

４
月
20
日
㈯　

午
前
９
時

～
午
後
３
時

●
対
象　

小
学
生
～
中
学
生
と
そ
の

□問
□申
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

●
日
時　

７
月
11
日
㈭　

午
前
10
時

30
分
～
12
時
30
分

●
場
所　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

（
山
口
市
）

●
申
込
期
間　

４
月
30
日
㈫
～
５
月

21
日
㈫

□問
町
役
場
建
設
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８

技
能
向
上
訓
練

◇
「
第
二
種
電
気
工
事
士
（
筆
記
試

験
対
策
）」
講
習
（
定
員
30
人
）

●
日
時　

５
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮
、

20
日
㈪
～
24
日
㈮　

午
後
６
時
～
９

時●
内
容　

国
家
試
験
で
あ
る
本
資
格

の
筆
記
試
験
の
受
験
対
策
講
習

●
受
講
資
格　
本
資
格
取
得
希
望
者

●
受
講
料　
１
０
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
４
月
22
日
㈪

◇
「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
」
講
習
（
定
員

18
人
）

●
日
時　

５
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
、

25
日
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　

基
本
知
識
習
得
、
ワ
ー
プ

ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
実
習

●
受
講
資
格　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

●
受
講
料　
８
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
４
月
25
日
㈭

有
害
獣
防
除
柵
等
設
置
事

業
に
よ
る
補
助
金
の
交
付

　

町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
、

ア
ナ
グ
マ
な
ど
の
有
害
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
農

地
へ
の
ト
タ
ン
板
、
フ
ェ
ン
ス
お
よ

び
電
気
柵
の
設
置
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　

農
家
（
過
去
に
こ
の
事
業
で
補
助

金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
）

●
補
助
金
の
額

　

原
材
料
費
の
２
分
の
１
（
１
戸
あ

た
り
の
限
度
額
２
万
円
）

※
申
請
に
は
設
置
図
や
見
積
書
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
町
役
場
経
済
課 

農
林
振
興
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

就
学
援
助
費
の
ご
案
内

　

小･

中
学
生
の
い
る
ご
家
庭
で
経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
支
援
が
必
要

な
場
合
、
学
用
品
費
や
給
食
費
、
修

学
旅
行
の
費
用
な
ど
の
一
部
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
人
は
、
交
付
申
請
書

（
町
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
の
様

式
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

５
月
31
日
㈮
ま
で
に
町
教
育
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
申
込
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□問
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

山
口
県
職
員
採
用
試
験

　

平
成
25
年
度
山
口
県
職
員
採
用
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
試
験
区
分

　

大
学
卒
業
程
度
、
社
会
人
経
験
者

等
、
保
健
師
、
短
大
卒
業
程
度
、
高

校
卒
業
程
度
、警
察
官
（
男
性・女
性
）

(A)
（
第
２
回
）、
警
察
官
（
男
性
・
女

性
）
(B)
、
身
体
障
害
者
採
用
選
考

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
県
人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.yam

aguchi.
lg.jp/cm

s/a33000/shiken/
saiyo-joho.htm

l

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ
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＜ 以下は広告欄です ＞

高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
４
月
26
日
㈮

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
14
日
㈫
、
15
日
㈬
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
16
日
㈭

～
18
日
㈯
の
内
１
日
（
東
部
高
等
産

業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
４
月
26
日
㈮

◇
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
特
別
教
育

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
・
実
技
】
５
月
18
日
㈯
、
19
日

㈰
（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
５
月
２
日
㈭

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
20
日
㈪
、
21
日
㈫
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
22
日
㈬

～
24
日
㈮
の
内
１
日
（
東
部
高
等
産

業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
５
月
10
日
㈮

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
28
日
㈫
（
ホ
テ
ル
松
原

屋
）【
実
技
】
５
月
29
日
㈬
～
６
月
８

日
㈯
の
内
３
日
間
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉

鶴
工
場
［
下
松
市
］）

●
申
込
期
限　
５
月
17
日
㈮

□問
□申
（
一
社
）
山
口
県
労
働
基
準
協

会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

夜
の
裁
判
所
見
学
ツ
ア
ー

●
日
時　

５
月
９
日
㈭　

午
後
６
時

～
７
時
30
分

保
護
者

●
場
所　

山
口
県
交
通
安
全
学
習
館

（
山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

●
定
員　
20
組
（
40
人
）

●
内
容　

車
（
ゴ
ー
カ
ー
ト
）
の
組

み
立
て
、
親
子
で
運
転
チ
ェ
ッ
ク
、

エ
ア
バ
ッ
グ
爆
発
衝
撃
体
験 

な
ど

●
参
加
料　
無
料

●
募
集
期
限　
４
月
19
日
㈮

□問
□申
山
口
県
交
通
安
全
学
習
館

　
☎
０
８
３
（
９
７
３
）
１
９
０
０

山
口
自
死
遺
族
の
集
い

ク
ロ
ー
バ
ー

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
遺

族
が
、
体
験
や
想
い
を
安
心
し
て
語

り
合
い
わ
か
ち
あ
う
。

●
日
時　
毎
月
第
３
土
曜
日
（
８
月
、

12
月
を
除
く
）　

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所　
山
口
地
方
裁
判
所　
新
館

●
内
容　

法
廷
見
学
、
裁
判
員
制
度

に
つ
い
て
の
質
問
コ
ー
ナ
ー 

な
ど

□問
□申
山
口
地
方
裁
判
所 

総
務
課

　
☎
０
８
３
（
９
２
２
）
９
１
３
５

児
童
巡
回
相
談

　

18
歳
未
満
の
児
童
に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
、
児
童
相
談
所
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
相
談
無
料
）

●
日
時　
５
月
21
㈫
、
７
月
16
日
㈫
、

９
月
17
日
㈫
、
平
成
26
年
１
月
21
日

㈫　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
場
所　
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容　

育
成
相
談
、
障
害
相

談
、
養
護
相
談
、
非
行
相
談
、
そ
の

他
児
童
養
育
上
困
っ
て
い
る
こ
と

●
相
談
員　

児
童
心
理
司
、
児
童
福

祉
司
、
家
庭
相
談
員

※
事
前
の
予
約
申
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
岩
国
児
童
相
談
所 

相
談
課

　
☎
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
１
３

憲
法
週
間
無
料
法
律
相
談

●
日
時　

５
月
15
日
㈬　

午
後
２
時

～
４
時

●
場
所　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

●
相
談
内
容　

金
銭
、
不
動
産
、
家

庭
関
係
な
ど
の
法
律
上
の
問
題

●
相
談
担
当
者　

山
口
県
弁
護
士
会

（
岩
国
地
区
会
）
所
属
の
弁
護
士

□問
□申
山
口
地
方
裁
判
所 

岩
国
支
部

　
☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

３
時
30
分
（
受
付
）
午
後
１
時
～

●
場
所　
防
府
総
合
庁
舎
（
防
府
市
）

●
参
加
費　
茶
菓
子
代
２
０
０
円

※
初
め
て
の
人
は
、
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
５
（
２
７
）
３
４
８
０

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
９
日
㈭
、
10
日
㈮
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
13
日
㈪

～
15
日
㈬
の
内
１
日
（
鋼
鈑
工
業
㈱

玉
鶴
工
場
［
下
松
市
］）

●
申
込
期
限　
４
月
19
日
㈮

◇
研
削
と
い
し
取
替
え
等
業
務
特
別
教
育

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
・
実
技
】
５
月
11
日
㈯
（
東
部

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

※防長交通㈱平生営業所内に設置されているバス停
（広島行き高速バスと同一）です。

●片道運賃　大人：700 円（通常 1,400 円）

　　　　　　小人：350 円（通常 700 円）

■問合せ先
　防長交通㈱平生営業所　☎（５６）５１００

平生営業所※⇒岩国空港 岩国空港⇒平生営業所※

１便 9:19 10:30 11:00 12:11 
２便 15:54 17:05 17:30 18:41 

岩国空港線バス
運賃半額キャンペーン
【対象期間】４月 10日㈬～５月 31日

　【平生町内⇄岩国錦帯橋空港】直通バスが、期間
中に限り半額で運行していますので、この機会にぜ
ひご利用ください。
　なお、飛行機のダイヤ改正に伴い、４月からバス
の発着時間が変わっていますので、ご注意ください。
●運行時刻（３月 31 日改正）
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平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

16 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

17 こころの健康相談・いこいの場 (13:30 ／保健センター )
(水)

18 平生町母子保健推進協議会総会（9:30 ／保健センター）
(木)

19
朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
平生町食生活改善推進協議会総会（13:00 ／保健センター）
ひらお読書会（13:30 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)

(金)

20 体育館開放日 ( 午前中 )
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )(土)

21 平生町スポーツ少年団大会 (9:00 ／町体育館 )
(日)

22 保健センター開放日 (13:00)
(月)

23 平生町民生委員児童委員協議会 (13:30 ／町役場 )
(火)

24
(水)

25 １歳６か月児健診 (13:00 ／保健センター )
(木)

26 熊毛郡連合婦人会総会 (13:00 ／町武道館 )
(金)

27 体育館開放日 ( 午前中 )
ひらお体験農園入園式 (8:00)(土)

28 参議院山口選挙区選出議員補欠選挙
(日)

29
(月)

昭和の日

ひらおウォーキング大会
　（9:00 ／町体育館出発 [9:30]）

30 離乳食学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

1
(水)

2
(木)

3
(金)

憲法記念日

4
(土)

みどりの日

体育館開放日 ( 午前中 )
第 12 回周東ＦＣ招待少年サッカー大会［～５日］
　(9:20 ／永大グラウンド )

5
(日)

こどもの日

６
(月)

振替休日

7 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

8 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

9
(木)

10
(金)

11 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

12
(日)

13 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
行政協力員会議［平生地区東部地域］（19:00 ／町役場）(月)

14 あすなろ会〈介護者家族の会〉(13:00 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)
行政協力員会議［平生地区西部地域］（19:00 ／町役場）(火)

15 こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）
行政協力員会議［大野地区］（19:00 ／大野公民館）(水)

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

４　　月 ５　　月

平
生
中
学
校
３
年 

大
井 

祐
弥

平
生
中
学
校
２
年 

西
本 

彩
華

「
伸
び
ゆ
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

育
て
よ
う

花
と
緑
と
思
い
や
り

笑
顔
あ
ふ
れ
る
平
生
町

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時（
平
成
24
年
度
）の
も
の
で
す
。

平生町防災メールサービス　登録受付中！
　防災情報、気象警報・注意報、安全・安心情報などを
メール配信します。※利用料無料、通信費利用者負担

《登録方法》　① PC・携帯にアドレス「 e-hirao@xpressmail.jp」を直接
入力または右図（ＱＲコード）から読み取り、空メールを送信　②返信さ
れる本登録用メールの内容に沿って必要事項を入力し、登録完了

■ご不明な点はお問い合わせください。 町役場総務課地域安全班 ☎（５６）７１１１

５月 16 日㈭  行政協力員会議［曽根地区］（19:00 ／曽根公民館）
５月 17 日㈮  行政協力員会議［佐賀地区］（19:00 ／佐賀公民館）


